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- 農 業 ミ ッ シ ョ ン の ３ 年 間 -

2025.3.24 大洲市農林振興課　山本有華



山本 有華
YAMAMOTO Yuka

神奈川県小田原市出身

2022年5月に大洲市へ移住



大
洲
に

来
る
ま
で

在ドイツ日本大使館派遣員2019.9～

～2004.3 箱根山の学校に 登山電車で通学

2004.4 大学文学部でドイツ語を学ぶ

日系航空会社成田空港支店国際旅客部2008～

国際会議事務局の会社

オーガニック食品販売／ワインバイヤー

2013～

2017～ フライブルクで通訳コーディネーター

2018.9～

2021.10 ベルリンより帰国



大洲に来てから叶った夢

県内の姉妹都市交流に関わる

自給自足生活の土台ができた



協力隊になってみて…

聞いてたより
忙しいな…

意外に

歓迎されてない…？

何を求められ

ている？

自分のこと
ばかりするのは
気が引ける…



そこでまずやってみたこと

「やってみたかったこと」
住民の

＝でもなんかしらの理由でできていなかったこと

の抽出



やってみるか

01

02

03

04

おしゃれな産直

肱南に八百屋を

加工品の商品化

農業に関する情報発信

住民の

「やりたいと思ってた…」を

に変えていく

05

？

農泊施設



「農家のリアルを伝える」

01 おしゃれな産直



「やりとりが生まれる」
　マルシェを意識して運営



肱南に八百屋を

協力隊予算で
マルシェキット作製

事業者２件に提供
「軒先八百屋」の実現

02



えひめつくりてマルシェ

６回開催

２年間で

02 肱南に八百屋を



加工品の商品化

事業者と農家をつないで商品企画

03



03

6
加工品の商品化

事業者同士をつなぐ

企画数

件

実際に商品化した商品も



03 農山漁村発イノベーション人材育成研修
加工品企画を起案｜

里山から食卓へ

大洲栗のコンポート
既存加工場継承事業





と呼ばれている
退任後は柿の加工品に取り組みたい

柿ノ木村

定住する地域は





03

クラフトコーラ「ぞぶる」命名にも関わる！

６次産業化商品



農業に関する情報発信

若手農業者が何を考えているのか？トークイベントを開催

04



農業に関する情報発信04

12 本

半年



農泊施設

2025年2月より営業開始
準備期間 1年半

宿泊対象｜
・お会いしたことがある方／その方の紹介
・（南予で）移住を検討されている方
・山暮らしを体験したい方

宿泊に至るまで
・滞在期間にやりたいこと、休暇のコンセプトを
　宿泊客と一緒に考える。
・体質改善やデジタルデトックスへの要望にも
　対応

05



宿開業までの道のり



半
年
片
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け
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こ
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は
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・
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そ
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救
世
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あ
ら
わ
る
・
・
・
！



畑もジャングル状態・・・



めげそうになると眼下のこの景色を見て
自分たちを奮い立たせる・・・

それでも
この景色があるから・・・



作
業
中
に
近
所
の
方
か
ら

手
作
り
の
差
し
入
れ



ま
だ
ほ
こ
り
�
ぽ
い
室
内

小
春
日
和
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二
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ト



伊
方
町
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西
予
市
か
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も
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・
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・



柳
沢
の
人
た
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お
裾
分
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で
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ま
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Ora et Labora





Plan
Do 
Check
Act

（実行）

（計画）

（評価）

（改善）

コ
レ
マ
デ
ハ



PDCAとか
すぐ言うやつの
Pはだいたい
つまらない
©iCubed Systems



Anicipation

Action 

Refection

楽しいことを考えてわくわくする

やってみる

ふりかえってまたわくわくする

コ
レ
カ
ラ
ハ



必要な
ノウハウを
吸収

01

02

03

農泊実践者交流研修

農村プロデューサー養成講座
農村で
生きていくために

地域プロデューサー講座04

農村RMO関連協議

GTインストラクター研修05



01 農泊実践者交流研修

内子 湘南・大磯

大三島

徳島・祖谷

長野・東御市

プライベート



農村プロデューサー養成講座

地域への愛着と共感を持ち、地域住民の想いを汲み取りながら
地域の将来像やそこで暮らす人々の希望の実現に向けてサポートする人材

農村プロデューサーとは

02

二年間の研修を経て　農村プロデューサーに就任



企画が全国モデル事業１０選に採択

同士



03 農村RMO関連協議

西予市横林地区
県担当者

市農山漁村整備課
つながりができる

現時点では、農村RMOではなく中山間直接払いなど
他の手法で農村保全に取り組む予定



04 地域プロデューサー講座＠内子
市内だけでなく近隣市町の講座にも雑居区的に参加しました



04 地域プロデューサー講座＠内子

実地踏査現場



地域プロデューサー講座＠内子04
この講座のおかげでリーンキャンパスが描けるように



ドイツとフィンランドの
廃校活用事例からヒントを得て
企画書を起案

地域プロデューサー講座＠内子04



04

旧御禊小学校活用方法プレゼン

御禊サイクリング聖地化

地域プロデューサー講座＠内子

を提案



05 グリーンツーリズムインストラクター研修

３泊４日で現地踏査→企画立案→地域案内→販売検討



05 グリーンツーリズムインストラクター研修

初冬の蓮田を味わうショートトリップ
〜手塩にかけた大豆とお米　味噌ネギ結びにコメて〜

企画｜

→すぐにでも柳沢で実践できる企画



そんな日々を過ごしていたら
報告書が
こんな量に…



33.5 cm

成果は

です
（受講した研修の数が多すぎて
　数え切れませんでした…）



「めざす」活動

「すごす」活動

こうした も

大切にしてきましたが　同じくらい

も大切にしてきました



地域住民・地域
との関り

01

02

03

地域イベント・行事参加

自治会報の編集
柳沢の一員になるために

山林管理のために

自宅お披露目イベント04



01 柳沢ほたるまつり

うどん部に参加



01 柳沢ほたるまつり

カラオケ大会で「瀬戸の花嫁」を熱唱



02 自治会報の編集

公民館時代は公民館報に
「協力隊コーナー」を設けてもらい
活動の進捗を発信



公民館がコミュニティセンターに変わり
公民館報が自治会報に生まれ変わる

自治会報では全体のデザインと編集に携わり
来年度以降も委託で仕事をいただける予定



03 山林管理のために

地域団体「柳沢林業研究会」の活動に参加



活動以外での住民との関り

飲み会山しごと 頼まれごと

（プライベート）



61 29
全国の高齢化率柳沢の高齢化率

% %
高齢化率に関係なく活動の活発な柳沢

いまは豊かな生活を送っていても　人が減る時代は確実にやってくる
「仲間」探しは待ったなし！

＞



大洲市に
必要なこと

02

03

04

移住者の定着支援

人口流出の抑制

「大洲に合う」人の見極め

そこでミッション
ではないけど…

移住者スカウト業

若年者のUターン契機の創出

移住者にとって暮らしやすい雰囲気づくり

もやってみた

01 地域おこし協力隊導入支援
仲間集めを始める



01 地域おこし協力隊導入

えひめ暮らしネットワークによる研修
受入側が持っておくべきマインドや
ハードの準備について勉強

何度も何度も募集要項案を書き直し
添削していただき
それをまた書き直す日々が続く…

急ピッチで受け入れ態勢を整え
ついに11月募集開始！



移住者の定着支援

オンライン
移住相談

地域おこし協力隊
のケア

大洲カンパニー
の活用

02



移住者スカウト業

移住ツアー
アテンド

移住フェアのPR トレンド収集

03



移住者スカウト業

2件　達成！

03

移住ツアーに参加された家族の移住

２年連続



04
経緯｜
普段の活動で若い年代との関りが少なかったため
副業で塾講師をはじめ、小学生〜高校生との関わりを増やす

Uターン契機の創出Uターン契機の創出

結果｜
わたしが学生の時よりも情報が多く（不要なものも含めて）
本当に自分が将来やりたいことが何か
見失っているこどもたちが多いことがわかる

そこで高校生に職業の多様性を伝える企画を考える



04 Uターン契機の創出

大洲高校での講演会大洲近隣高校生向けお話会



皆さんのお話を聞くことで、面接練習のヒントをもらえた気がします。

実際に海外で活躍された御三方のライフスタイルを聞くことができて、将来の目標
設定に有益な情報が得られました。

今回お話を聞かせていただいて、前よりもっと広い視野で職業選択について考える
ことができそうです。

皆さんのような若い働き手の方と話す機会は大洲ではなかなかない貴重な時間でした。

わたしはコミュニケーションがあまり得意ではなく、それらを得意としている皆さ
んの対峙する姿勢を参考にしてしていこうと思いました。

参加してくれた高校生が寄せてくれた感想



04 Uターン契機の創出

長浜小学校６年生総合学習

長浜小学校地域コーディネーターの方のアレンジで

でキャリアについて講演

今後も市内の小中学生、高校生とのふれあいを続けていく



いつのまにか

スケジュールはこんな感じに…

ミッション外のこともやっていたら



退任後　農泊のほかに

やっていくこと



柳沢市 -やなぎさわいち-

　独居の方や住民が、町まで行かなくてもお惣菜を買
えるお店。柳沢民が集う（＝市）ためのコミュニティ
スペース。
　町村制の施行により1889年に誕生した柳沢村の賑わ
いを取り戻すだけでなく、生産物および加工品で都心
の消費者に「あたらしい柳沢」の価値を付与する。

「村」（故き）→「市」（新しき）の
イメージ

コンセプト｜
「故き柳沢を温ねて 新しき柳沢を知る」

惣菜屋 +  ECサイト



移住定住
事業

大洲市

大洲市移住コーディネーターに手を挙げて
南予全体を見据え　県や近隣市町と連携を図りながら

人口減少対策に取り組んでいきます



感謝したい人
わたしを見つけて拾って一緒にスタートダッシュしてくれた受入担当Kさん｜健やかなるときも病めるときも活
動を伴走してれくた受入担当Sさん｜わたしの体調にすぐ気付いてくださる農林振興課Mさん｜なんてことない
雑談にも付き合ってくれる農林振興課Fさん、Mさん、Oさん、Yさん、Mさん｜マルシェ運営で精神的にも実務
的にも支え合った農林振興課Hさん｜わたしを守りあたたかく見守ってくれた歴代部長課長および職員のみなさ
ま｜わたしの暴走を面白がってくれた林政アドバイザーOさん｜市内および南予に愛媛 全国の地域おこし協力
隊｜的確なポインを抑え初期のわたしの活動を一緒に軌道修正してれくたメンターTさん｜迷いしときにそっと
導いてくれる南予移住マネージャー｜えひめ暮らしネットワークのみなさま｜tilikiと県のみなさま｜強い主張
もやわらかく受け止めてくださる地域振興課Mさん、Kさん｜こども園につないでくださった子育て支援課Sさ
ん｜南予の移住を一緒に考える内子町のみなさま｜旧柳沢公民館所長Kさん｜移住ツアーでお世話になった市内
小学校校長先生と教頭先生｜講演会に来てくれた高校生｜河辺小学校こども放課後倶楽部Uさんとこどもたち｜
歓迎会を開いてくださった肱南地区のみなさま｜いつもピッタリのワインを選んでくれる凄腕ソムリエSさん｜
マルシェ運営でお世話になった事業者と農家のみなさま｜繋がりを広げてくださった青年農業者協議会のみな
さま｜活動に共感してくださる長浜未来協議会のみなさま｜柳沢自治会のみなさま｜柳沢コミセンのみなさま
｜柳沢猟友会のみなさま｜柳沢林業研究会のみなさま｜炭づくりを教えてくれたTさん｜癒しをくれるTさんの
奥様のMちゃん｜うちに泊まりたいと言ってくれた柳沢じいちゃんトリオ｜家を紹介しくれてお米作りを教えて
くれたIさん｜家の片づけを手伝ってくれた大洲市、伊方町、西予市のみなさま｜開業祝いにブルーベリー苗を
贈ってくれたKさん｜おなじみ柳沢の飲み仲間Sちゃん、Mちゃん、K姉さん、R姉さん｜つらいときに励まし合
い苦楽をともにを乗り越えてきた協力隊同期Tちゃん｜いつも隣で支えてくれた夫Sくん　とその他大勢…

やまもとゆうか大洲市農林振興課　地域おこし協力隊
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Herzlichen
Dank!

ご清聴
ありがとう
ございました


